
Education of Meiji University

が
設
置
さ
れ
、
6
月
に
液
状
化
の
被
害
が
大
き

か
っ
た
千
葉
県
浦
安
市
に
「
浦
安
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
拠
点
」
を
開
設
し
て
、
学
生
が
土
嚢
補

修
や
学
習
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
続
い
て

7
月
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
の
支
援
活
動
が
始

ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
現
地
に
赴
く
学

生
に
対
し
て
交
通
費
・
宿
泊
費
の
一
部
助
成
が

決
定
さ
れ
た
。
こ
の
旅
費
助
成
措
置
（
現
「
震

災
等
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
金
」）

が
、
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
の
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
。
10
月
に
は
「
東
北
再
生
支
援
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開
設
、
12
月
に
は
大
学

の
正
式
機
関
と
し
て
「
明
治
大
学
震
災
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
」（
現
「
明
治
大
学
震
災
等
復
興
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

翌
2
0
1
2
年
1
月
に
福
島
県
新
地
町
、
4

月
に
岩
手
県
大
船
渡
市
、
5
月
に
宮
城
県
気
仙

沼
市
と
の
間
で
「
明
治
大
学
と
の
震
災
復
興
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
ま
た
千
葉
県
浦
安

市
と
は
5
月
に
「
明
治
大
学
と
の
包
括
的
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
心
の

ケ
ア
、
風
化
防
止
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
ま
つ

り
支
援
、
夏
休
み
科
学
教
室
や
水
泳
教
室
、
セ

ル
フ
ケ
ア
講
習
会
や
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
講
座
、
子
ど
も
た

ち
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
演
奏
会
、
職
員
採
用
試
験
の
会
場
協
力

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
内
に
お
い
て

は
写
真
展
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
物
産

販
売
や
学
外
団
体
の
協
力
で
防
災
キ
ッ
ズ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

学
生
へ
の
教
育
と
自
主
的
な
活
動

震
災
直
後
、
被
災
し
た
在
学
生
や
入
学
予
定

者
へ
の
授
業
料
減
免
や
修
学
助
成
金
支
給
な
ど

が
学
生
部
を
中
心
に
行
わ
れ
た
が
、
一
方
で
教

務
部
と
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
学
部
間
共
通
総

合
講
座
「
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
実
習
」
を
開
講
し
た
。
本
講
座
は
、
事
前
講

義
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
、
活
動

報
告
書
の
作
成
・
提
出
、
報
告
会
で
の
発
表
に

よ
り
単
位
を
付
与
す
る
正
課
授
業
で
あ
る
。
支

援
協
定
を
締
結
し
た
自
治
体
に
は
実
習
地
と
し

て
協
力
し
て
も
ら
い
、
初
年
度
約
60
人
、
以
後

は
講
座
終
了
の
2
0
1
5
年
度
ま
で
毎
年
20
人

か
ら
30
人
程
度
の
学
生
が
受
講
し
た
。

2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
未
曽
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
当

時
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
室
に
い
た
筆
者

は
、
帰
宅
が
困
難
な
学
生
た
ち
を
教
室
に
集
め

て
、
被
害
を
報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
。

翌
日
に
は
教
務
主
任
の
一
人
と
し
て
、
研
究
室
・

実
験
室
・
演
習
室
な
ど
の
機
器
・
器
具
、
薬
品

類
、
什
器
や
建
物
（
渡
り
廊
下
）
な
ど
の
被
害

確
認
を
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
、
1
9
9
5
年
1

月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
2
0
0
4
年
10
月

の
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
大
地

震
の
可
能
性
が
報
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
ど
こ
か

遠
い
話
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
は
、
激
震
と
巨
大
津

波
に
加
え
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
然
の

力
の
強
さ
、
安
全
神
話
の
脆
さ
を
、
よ
り
身
近

に
感
じ
る
転
機
に
な
っ
た
と
思
う
。

セ
ン
タ
ー
設
置
と
支
援
協
定
の
締
結

震
災
直
後
の
2
0
1
1
年
5
月
、
学
長
室
の

も
と
に
「
明
治
大
学
震
災
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」

明
治
大
学
の
教
育

Education of 
Meiji

University

竹本  田持 Ta m o t s u  Ta k e m o t o

副学長（社会連携担当）・震災等復興活動支援センター長

PROFILE

1958年　東京都生まれ
1981年　明治大学農学部農業経済学科卒業
1983年　明治大学大学院農学研究科修士課程修了
（財）過疎地域問題調査会研究員、明治大学農学部助手・講師・助教授・准教授を経て2007年同教授。博士（農
学）。2012年から2016年まで副学長（教務担当）、2016年から2020年3月まで同（社会連携担当）および震災
等復興活動支援センター長。

主な著書
『農業経営学の現代的眺望』（分担執筆・日本経済評論社・2014年）、『非営利・協同システムの展開』（分
担執筆・日本経済評論社・2008年）、『欧州連合〔EU〕の農村開発政策』（共著・筑波書房・1999年）など

所属学会
日本農業経済学会、日本農業経営学会、フードシステム学会、日本地域政策学会、日本食育学会など

10
年
目
を
迎
え
る

「
明
治
大
学
震
災
等
復
興
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

|
自
然
災
害
を

　  

自
分
た
ち
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
|

気仙沼市でのマンドリン倶楽部慰問演奏会（2014年3月）

明治大学ホームカミングデー「防災キッズワークショップ」（2016年～）
協力：一般社団法人 防災教育普及協会
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先
述
の
と
お
り
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
柱
は

「
震
災
等
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成

金
」
で
あ
る
が
、
受
給
す
る
学
生
に
は
事
前
計

画
書
と
事
後
活
動
報
告
書
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
に
は
、
年
間
の
べ

5
0
0
人
以
上
、
近
年
は
年
間
の
べ
1
0
0
〜

1
5
0
人
ほ
ど
が
助
成
金
を
受
給
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
き
ず
なInternational

」「
し
ん
ち
ー

む
」「
L
I
N
K
s
」「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
」
な
ど
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
も
支
援
活
動
に
関

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
体
育
会
ロ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
部
は
、
過
去
の
大
規
模
災
害
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た
が
、
新
地
町
や
気
仙

沼
市
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

新
地
町
で
は
、
同
町
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
発
展
し
て
司
書
課
程
履
修
学
生
の
実

習
場
所
の
一
つ
と
な
る
な
ど
、
支
援
活
動
だ
け

で
な
く
被
災
地
が
学
生
の
学
ぶ
機
会
・
場
を
提

供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
9
年
の
台
風
15
号
で
は
、
千

葉
県
の
被
災
地
か
ら
「
明
治
大
学
が
学
生
を
派

遣
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、

そ
こ
で
初
め
て
学
生
が
出
か
け
て
い
る
こ
と
が

判
明
す
る
な
ど
、
被
災
し
た
各
地
へ
学
生
が
自

主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。

相
次
ぐ
災
害
へ
の
対
応
と

今
後
の
課
題

当
セ
ン
タ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

を
対
象
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

2
0
1
6
年
4
月
の
熊
本
地
震
や
18
年
7
月
の

西
日
本
豪
雨
、
同
年
9
月
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
な
ど
の
発
生
を
受
け
て
、
他
地
域
の
震
災

や
集
中
豪
雨
、
台
風
に
よ
る
激
甚
被
災
地
も
対

象
と
す
る
と
と
も
に
、
復
興
支
援
よ
り
復
興
活

動
支
援
の
方
が
実
態
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し
、
2
0
1
8
年
10
月
に
「
明
治
大
学
震
災

等
復
興
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称
し
た
。

一
方
、
新
地
町
、
大
船
渡
市
、
気
仙
沼
市
と

結
ん
だ
5
年
間
の
震
災
復
興
に
関
す
る
協
定
は

2
年
延
長
し
て
計
7
年
間
継
続
し
た
が
、「
震
災

復
興
か
ら
地
域
振
興
、
地
域
創
生
へ
」
と
の
地

元
の
動
き
を
見
据
え
て
、
2
0
1
9
年
に
包
括

的
な
連
携
協
定
を
三
市
町
と
締
結
し
た
。

わ
が
国
は
「
地
震
大
国
」
で
あ
り
、
集
中
豪

雨
な
ど
の
異
常
気
象
も
頻
発
し
、
私
た
ち
自
身

が
い
つ
被
災
者
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
災
害

の
大
き
さ
は
被
災
者
数
や
家
屋
数
、
面
積
で
示

さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
仮
に
そ
れ
が
一

人
で
も
、
一
戸
で
も
、
当
事
者
が
受
け
る
痛
み

は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
復
興
に
つ
い
て
も
、

外
見
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
、
自
主
的
に
活
動
す

る
よ
う
に
な
る
な
ど
大
き
な
効
果
を
生
ん
で
き

た
が
、
今
後
は
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
自
然
災

害
へ
の
備
え
や
復
興
に
対
し
て
強
い
関
心
を
持

ち
、
自
分
た
ち
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
学
ぶ
機

会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　私はボランティアサークル「LINKs」の一員
として、今回初めて、福島県南相馬市の小中学生を対象とした
学生支援活動「南相馬フリースペース」に参加しました。
　東日本大震災では、東北地方、特に太平洋側の地域で津波
による甚大な被害があったことを報道等で知り、心を痛めました。
さらに、福島県では第一原子力発電所の事故が重なりました。
私は震災後の福島に関心を持つようになり、現地の復興に携
わりたい、訪問したいと思い、今回の活動に参加しました。
　往路は高速バスで常磐自動車道を通りました。福島県に入
ると放射線量の計測器が設置され、他の区間と様子が変わっ

たことを感じました。
　活動場所である南相馬市に到着すると、復興が進んでいる印
象を持ち、町に活気を感じました。しかし、現地の子どもたちや地
域の方 の々お話を聞くと、震災をきっかけに人口が減ってしまった
ことや、地元の高校が廃校になってしまったことを知りました。これ
らは実際に現地を訪問しなければ知ることができない情報でした。
　復路は、現地から福島駅までのバスを利用し、新幹線で帰
京しました。福島駅周辺は人通りも多く栄えている一方で、常
磐線の浪江駅から富岡駅間では現在でも運転再開のための
復旧工事が進められていました。（2020年3月に再開）
　南相馬市の近隣には大学がないため、今回の活動等を通じ
て、定期的に子どもたちと大学生が交流する機会は地元の活
気づくりに必要だと思いました。今回の経験を活かして、またフリー
スペースの活動に参加したいと考えています。

「震災等復興支援ボランティア活動助成金」を利用して
被災地での活動を行った学生からの感想を一部紹介します。

このほかにも多くの学生が、被災地の復興支援に関心を持ち、自主的にボランティア活動に参加しています。

　

　台風19号の被害を受けた宮城県丸森町
での活動は、私にとって初めての災害ボランティアであり、活
動を通じて多くのことを学びました。
　この活動には、連日の報道で台風による甚大な被害の数 を々
目にし、「自身も被災地の手助けをしたい」と思ったため参加しま
した。特に丸森町は、阿武隈川の氾濫により、家屋の浸水被害
が深刻だったほか、土砂崩れの影響で交通も不便になり、ボラ
ンティアが不足するなど、困難な状況が続いた地域の一つでした。
　現地での活動は、2日間行いました。主な活動として、初日
は、家屋から出た災害ごみをトラックに積み、収集所まで運び
出す作業を行いました。単純作業のようですが、想像を超え
る重労働でした。2日目は、田んぼの側溝に埋まった泥をスコッ
プで掘り出す作業から始まりました。掘り出した泥は土嚢に詰

め込み、農業用一輪車で近くの道路に運び出します。側溝は
深さが1mほどあり、泥は水気を含んでいるため重く、さらに
暑さも加わり、体力を消耗しました。
　これらの活動を通じて感じたことは、災害ボランティアには
とにかく多くの人手と体力が必要であるということです。特に
私が経験した力仕事は時間的にも体力的にも限界があります。
その中で、ボランティア経験が豊富で道具の扱いやトラックの
運転にも慣れた熟練者の存在は特に貴重だと感じました。私
もその方々からの指導を受け、2日間の作業に取り組みました。
　今回の活動は体力・気力を要するもので大変でしたが、「あ
りがとう。助かりました」と御礼の言葉をいただくととてもうれ
しかったし、「参加してよかった」と思いました。自然災害はい
つどこで起きても不思議ではありません。災害が起きないこと
が一番ですが、別の機会があれば、今回学んだ経験をその時
に活かしたいと思います。

※ 本学生は、12月にも台風19号の被害があった福島県いわき市を
訪問し、ボランティア活動を行いました。

復興支援ボランティア活動に参加した学生の声

農学部食料環境政策学科2年
駒井 一斗
（公認ボランティアサークル「LINKs」所属）

文学部史学地理学科4年
吉田 拓朗
（有志ボランティア）

福島県南相馬市における学習支援活動（2019年8月）について

令和元年台風19号の被害を受けた宮城県丸森町での活動（2019年11月）について

学部間共通総合講座「東日本大震災に伴うボランティア実習」
大船渡市での活動の様子（2011年）
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